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　赤経8塒…47・6分　赤緯lk　33043’

　星雲の少い双子座力肱蟹座あナこりで彗星探し）5e　・P　n　Sしばしば出會ふ星雲である。横向

　きの渦歌星雲で中央か明ろ．く長い珍らしい型の星雲であろ03吋で｛t余り見事でないo

O獅子座α　二重星

　赤経！0時4・1分　赤緯北12021’

　αば鋼名v］’JVスRegulusぜ呼ばれほy“黄道上1：位して居る一・ge星であろ◎

　1・34等：8・4等親位置角307。距離177”
　随分離れナこ星で3吋80倍世で大低見えるoWinlock　IVx　一ヴアードで此の俘星から3

　秒弱の所に12．5等星の俘星な認め7こ08等星二二星目同じ固有蓮顯た有して居るo

o獅子座γ
　赤経10時15．5分　赤緯北20015「
　γに二重星である事ばずでに蓮ベナニが此の星のすぐ南に獅子40’L？いふ5・0等星がある。

　普通の目で見えるから試みて見なさい0

0秘画シェルの秀類
　星雲星團の部のN．G．　C．に封してHV　46等ε書いてあるがthれit　W・ハ・一シェルの

分類番號で次の如く匪写する。

　I
I工

1正I

IV
v
VI
VII
VIII

明るき星雲
淡き星雲
甚だ淡き星雲
遊星釈星雲其他特異なる星雲
甚だ大なる星雲
甚だ幽集ぜる星團

密な冬南無
散開星行

　以上の入種で藪は計2509あるoHばhのツオン，ハPツエル表に蜀して父のウイ可ア
　ム，ハーシェルの表た現すからHV　46にVの部の46番の事であるo

O火星近況
　12月中当直語誌なるにより槻測ぜす。

火星観測の工め最良質の6吋雫反身　鏡々英國襯測者兼反射鏡製作謝こる工可ソン氏に注

　丈4月（：　liJ着の豫定。遊星eWtRij　iこ封し完全に色消’しなる爲め良き．反射鏡の有力なろ事ば

　明らかなろ事實な％日本に於て大口裡の高倍傘観測が困難なるS同時に灘氣の爲め便
　用にに可なりの困難なぜもなふに明らかでぱめるが良き夜に1工可なりな働きが出來ろ0

　3吋・蜜共に使ふ工匠であろo

O鯨　座ρ
　ウィルソン山天二二のツヨーイ∫oy氏の要求により刃ツク天丈肇のエイケン．Altken氏

　が10月19日鯨座。を槻測ぜろ結果眼親的））二重星なろ事獲見さろ。彗星［t青色にて攣

　光星より牛等級薄く穏置角132・30距雛1・01”の所にあり。エイクン及びヅー可ツbレ

　Doulittleの古き襯測に1工律星な誌めす多分最近に分離ごるものならん。

　ツ臼｝イ氏ばすでに分光研売より重星たろべきをのべ0にM6eよtJ　Mgeなろスペク
　1・　iレ型な有し俘星ば早期のものにて位置角工35。距離O・3”なる事准豫想tfリ。

　バーナPド氏［i前年極小近くに調べたるも俘星奄認めず，10月19日の光度に憂光星協

會の二二によれば9・2等なる散に覗差匡0・04”±0・02”S推定され從って一日の絶封罪度

　はほゴ十7等なりo

Oドヴイア冨・属一ナード彗星　1923a
　ロツァ，カザン天越前のDabiago氏が10　H　J4日にアノンゴ座に於て一小彗星を嚢見ず。

　　⊥0月14．5542　G，M・T。

　　赤経7時46分42・7秒
　　赤緯一200　37’31”
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　　H差1040’束4051’南
　　　光度8等
　i露速の南進の爲め申央局電報に廣く畿ぜられざりき01月中蜴座にあり北i心す

　マド」一ドのべルナー．ド氏は11日より観測す。

　Dubiago巽は本年20オの青年にて1921年に一読星准獲凝すo

O顎イド彗星登見
　i2月7日中央局より着電
　工2月1日9時21・0分嚢見
　　赤経　 22時39分32秒
　　赤緯南一25。16’

　　　日々運動赤経櫓3分8秒
　　　　赤緯北へ13’

　光度不明［：て一等星なるFomalhautの北50々通過ぜる事εなる。捜索ぜるも月光の
　爲に不明なり。（ダレスト彗星なる事鮮明ぜり）

　今回も又ケP一一プの獲見にてライド氏にケープの一素人にて6吋タジク赤道儀な有す。今

　までに数回彗星を邪見tfる．人なりo

O10吋反射望蓮鏡
　日本に於て赤道儀Sして完備して居る．、反射望蓮鏡Sして唯一なるものであるが最近眼

　覗亡併用し’（天心爲員の方面に於て活動する爲に3吋案内望蓮鏡Guiding　telescopeが

　加えられた03吋tt天丈塵の設計により．東京の日本画學工業會批に於て製作されすこもの

　で斜鏡Diagonal　S呼線照明Brightwire】11umiロationか備へて居る03吋の焦黙距離

　ば39吋倍率に星用の1工0定彗星用の80の二つである0
　10吋の焦黒占距雑ば54吋即ちF5・4であるから爲眞用には都合がよい。爲眞用反射望蓮

　鏡ぜしてば小口径であろが星雲星團等の爲眞にに良好なる結果な示して居る010吋な爲

　貫用にすうにに探眼鏡部た外して取重訂をつけるだけの事で眼覗及び霧薬用ぜして兼用

　し得るに反射鏡の特黒占であろ。野の直緻工反射鏡一般の鋏鮎εして2吋2・0度であろ。

　10吋の眼覗方面’に於ける目的Sして低倍率の淡き星雲攣光星の観’則彗星探索等にに極め

　て適し7こものであろ叉多少の絞りの使用によって遊星魏測にも有力なものであろ。

　通常52倍が使（tれて居るが此れで14・Q等までは樂こ見え1与等星まで見えろ0170倍7te

　使えば良、い夜：には16・0等迄見える。眼親用εして高倍寧奄使ふ以外10吋の屈折鏡rtし

　て同じ仕事が出田ろビ思ふ。使用上の便利唄iるかに大である。眞爲60分で17等まで。
　始めの細革通り甚しい：京橋の野臥の爲に取扱が面倒であろ。長時闘露天で使用される爲

　に鍍t／N面に露が附着する事があろが此れよりも使用後日出後氣温の上昇の爲に銀目に露

　が來お場合が多い。多くめ場含に露：の爲に銀が硲子より離れ反射が悪くなろS同時に像

　奄悪くする。種々の試みの結果銀面に渠ろ露愚著しく減少ぜしめる事な得7こが一箇月に

　一回の鍍銀に必要である。銀面に來る露ば鏡の濫度亡至大なろ關係な有して居る。夕に

於て鏡の廻りの温度り低下のrs［：鏡面が可なり著しい双曲線になろ事【iしばしばあろ。

　玉書朝¢魍度の差による焦黒占距離の差も可なりあろ。叉観測者の騰温の爲に筒内に氣流

　存目して居る事も認め得ろ。露や霜の激しい時に夕より朝に至る蓮績鏡用ほ困難である。

　器械部特に博計ば滞足に蓮蕗しプラシアー製品が一見粗でありながら實用品ミして甚だ

　良好なるな示して居る。種々なる困難ぱ出る程度まで避け害うけれこも日本に於けろ反
射鏡の使用が屈折望蓮鏡に比して著しく面倒である事に明らかである。

○昌縛の篇糞itエ0吋反射鏡で1923年12月4日午後10時より1時30分の露出で

得られ7こ爲眞でM42EHV30ピな示して居る。余りよくな）・夜であったが可なり細
　かな黙まで出て居るが復篇の爲に多くの詳細な黙や薄い部分が知工れた。上の大星匿Z
　で此れについて居ろ十字匡斜鏡な引いてあろ四本の線によって起つずこ干渉の爲に幽、t：も

　ので丸いものにハレーシナンであるo


